
先週の「弁当の日」へのご協力ありがとうござい ４日（木）、１・２年生を対象に「県学習状況調

ました。生徒は「早起きした」「大変だった」など 査」を実施しました。この調査は、学習内容の定着

感想を言っていましたが、家族への感謝の気持ちを 度を把握し、学習指導の工夫改善を図るとともに生

もつことができたと同時に、毎日食べ物をいただけ 徒の学力向上に役立てるために実施しています。

ることのありがたさを感じたようでした。 本校では、知識・技能のみならず、考える力や表

現力、課題を設定し探究する力、自分から学びに向

かう力の育成を目指し、探究的な授業スタイルを全

教科で実施しています。

一例ですが、社会科では、かつて「鎌倉幕府をつ

くったのは誰か」のような出題だったのですが、現

在は、「源頼朝が武士の政治を始めたのはなぜか」

という学習課題を設定できるかを問う問題や、課題

の解答の根拠を問う問題へと傾向が変わってきてい

ます。なぜなら、課題を探究する力が、社会に出た

ときに最も大切な力となるからです。本校では、そ

の力を授業で育成しようとしています。

先週の３年学年通信「翔陽」でお知らせしており 歳末恒例の「赤い羽根共同募金」。本校ではＪＲ

ますが、秋田県公立高校の出願が、今年度から「Ｗ Ｃ委員会を中心に賛同の輪が広がり、１人100円を

ＥＢ出願」になりました。保護者の皆様は、中学生 目安に協力しました。赤い羽根共同募金は、子供や

時代に、高校入試の「願書」や「受検票」に顔写真 高齢者の支援、福祉活動、被災地支援などに使われ

を貼ったり志願先や住所を自書したりした経験をお ます。本校では「すべての人に健康と福祉を（ＳＤ

もちだと思います。それを今年からＷＥＢでやると Ｇ３」を合い言葉にしていたようです。

いうことです。 ところで、昨年度の「服の力プロジェクト」で市

本日、３年生は志願者情報登録の説明をしたので、 内全域から集めた子供服には規格外になったものが

いよいよ情報登録が始まります。この先、入学検定 あり、その服を換金してストックしておきました。

料納付（クレジットカード等）、高校への出願、志 市内の中学生が話し合って、そのお金は募金すると

願先変更等を経て、出願先が確定されていくことに いうことになり

なります。 ました。写真は、

いろいろな情報の登録に関しては、お子さんを通 前生徒会長

してお知らせしますので、期限内に登録するように から ＪＲＣ

していただきたいと思います。１・２年生の保護者 委員長にそのお

の皆様も、ＷＥＢ出願に関する情報をお知らせして 金を寄贈したと

まいります。 きの様子です。
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